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月
と
不
老
不
死

古
代
中
国
と
日
本
の
月
文
化

(

シ
リ
ー
ズ
・
月
を
め
ぐ
っ
て)

朝
日
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
・
新
宿
教
室

２
０
１
６
年
１
１
月
３
日
木
曜

担
当

加
藤

徹

http://w
w

w
.geocities.jp/cato1963/

★
柿
本
人
麻
呂(
６
６
０
ー
７
２
４)

の
和
歌

天
海
丹
雲
之
波
立
月
船
星
之
林
丹
榜
隠
所
見

(

『
万
葉
集
』
巻
七
雑
歌)

天
の
海
に
雲
の
波
立
ち
月
の
船
星
の
林
に
漕
ぎ
隠
る
見
ゆ

ア
メ
の
ミ
に

ク
モ
の
ナ
ミ
タ
ち

ツ
キ
の
フ
ネ

ホ
シ
の
ハ
ヤ
シ
に

コ
ぎ
カ
ク
る
ミ
ゆ

※
漕
ぎ
「
進
む
」
で
は
な
く
、
漕
ぎ
「
隠
る
」
で
あ
る
点
に
ご
注
目
く
だ
さ
い
。

★
『
楚
辞
』
天
問
よ
り

伝
・
屈
原(

前
３
４
３
ー
前
２
７
８)

作
の
四
言
古
詩

夜
光
何
徳

夜
光
は
何
の
徳
あ
り
て
か

ヤ
コ
ウ
は
ナ
ン
の
ト
ク
あ
り
て
か

①

死
則
又
育

死
す
れ
ば
則
ち
又
育
す

シ
す
れ
ば
ス
ナ
ワ
ち
マ
タ
、
イ
ク
す

②

厥
利
維
何

厥
の
利

維
れ
何
ぞ

ソ
の
リ
、
コ
れ
ナ
ン
ぞ

③

而
顧
菟
在
腹

而
し
て
顧
菟

腹
に
在
り

シ
カ
し
て
コ
ト
、
ハ
ラ
に
ア
り

④

①
夜
光
（
月
の
こ
と
）
に
は
何
の
「
徳
」(

生
得
の
パ
ワ
ー)

が
あ
る
の
か
。
②
死
ね
ば
ま
た
生
育
す
る
。

③
一
体
、
ど
ん
な
利
が
あ
っ
て
、
④
自
分
の
腹
の
中
に
「
顧
菟
」(

通
説
で
は
ウ
サ
ギ
で
「
玉
兎
」
に
同

じ
。
ヒ
キ
ガ
エ
ル
説
、「
顧
」
と
「
菟
」
説
、
ト
ラ
説
も
あ
る)

を
住
ま
わ
せ
て
い
る
の
か
。

①yè
guāng

hé
dé

②sǐzé
yòu

yù

③jué
lìw

éihé

④érgù
tù

zàifù

★
各
国
語
の
「
月
」
の
語
源
。
諸
説
が
あ
り
ま
す
。
左
は
一
例
で
す
。
典
拠
は
省
略
し
ま
す
。

日
本
語
「
ツ
キ
」

<

動
詞
連
用
形
「
尽
き
」
の
名
詞
化

cf.

ト
キ(

時)
<

「
溶
き/

解
き
」

漢
字
「
月
」
の
字
源

<

大
き
く
欠
け
た
三
日
月
を
描
い
た
象
形
文
字

漢
語
「
月
」
の
語
源

<

缺(

ケ
ツ
。
常
用
漢
字
で
は
「
欠
」
に
書
き
換
え
る)

と
同
系

近
代
英
語m

oon
<

中
英
語m

one
<

古
英
語m

ona
<

ゲ
ル
マ
ン
祖
語*m

enon
<

印
欧
祖
語*m

en-
<

印
欧
祖
語*m
e-

「
測
る
・
計
る
」
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★
古
代
人
の
世
界
観

論
理
的
思
考logicalthinking

近
現
代
の
科
学
的
な
見
方
や
考
え
方
。
科
学
の
基
礎
。

類
比
的
思
考analogicalthinking

人
間
に
と
っ
て
自
然
な
見
方
や
考
え
方
。

以
下
に
か
か
げ
る
類
比
的
思
考
は
、
宗
教
や
芸
術
、
創
作
の
世
界
な
ど
で
は
今
も
健
在
で
す
。

「
目
に
見
え
る
こ
の
世(
現
世)

の
背
後
に
は
、
目
に
見
え
な
い
あ
の
世(

幽
冥
界)

が
広
が
っ
て
い
る
」

「
現
世
の
似
て
い
る
も
の
ど
う
し
は
、
霊
的
な
パ
ワ
ー
で
つ
な
が
っ
て
い
る
」

「
現
世
と
幽
冥
界
の
境
界
は
、
呪
術
的
な
方
法
に
よ
っ
て
一
時
的
に
開
く
こ
と
が
で
き
る
」

類
比
的
思
考
に
よ
る
循
環
世
界
観
を
左
に
示
し
ま
す
。

一
日

朝

昼

黄
昏

夜
(

地
下
世
界
で
の
生
命
の
更
新)

朝

一
月

新
月

三
日
月

満
月

晦
日

(

星
の
林
で
の
生
命
の
更
新)

新
月

一
年

春

夏

秋

冬

(
生
命
の
更
新)

春

一
生

出
生

若
年

老
年

死

(
墓
の
中
で
の
生
命
の
更
新
？
）

(

再
生
？)

cf.

「
死
と
再
生
の
儀
礼
と
演
劇
の
起
源
」http://w

w
w

.geocities.jp/cato1963/sitosaisei.htm
l

★
『
鶡

冠
子
』
泰
鴻
よ
り
。
中
国
の
戦
国
時
代
の
、
鶡(

や
ま
ど
り)
の
羽
の
冠
を
か
ぶ
っ
た
隠
者
に
仮

か
つ
か
ん

し

託
し
た
書
と
伝
え
ら
て
い
ま
す
が
、
後
世
の
偽
書
説
も
あ
り
ま
す
。

日
信
出
信
入
、
南
北
有
極
、
度
之
稽
也
。

月
信
死
信
生
、
進
退
有
常
、
数
之
稽
也
。

列
星
不
乱
其
行
、
代
而
不
干
、
位
之
稽
也
。

日
は
信
に
出
で
て
信
に
入
り
、
南
北
極
有
り
、
度
の
稽
な
り(

太
陽
の
黄
道
は
天
空
の
緯
度
経
度
の
基

準
で
あ
る)

。
月
は
信
に
死
に
信
に
生
き
、
進
退
常
有
り
、
数
の
稽
な
り(

月
の
満
ち
欠
け
は
暦
日
の
基
準

で
あ
る)

。
列
星
は
其
の
行
を
乱
さ
ず
、
代
は
る
も
干
さ
ず
、
位
の
稽
な
り(

方
位
の
基
準
で
あ
る)

。

お
か

※
印
欧
祖
語
の
月
は
「
計
る
も
の
」
と
い
う
意
味
で
し
た
。
古
代
中
国
人
も
月
を
「
数
の
稽
」
と
見
な
し

て
い
ま
す
。
古
代
の
日
本
で
も
「
日
知
り
」
は
「
聖(

ひ
じ
り)

」
で
、
「
月
読(

つ
き
よ
み)

」
は
神
の
名

で
し
た
。
古
代
人
に
と
っ
て
月
齢
の
周
期
は
、
宇
宙
の
数
理
法
則
の
象
徴
だ
っ
た
の
で
す
。

★
『
周

礼
』
秋
官
司
寇
よ
り
。
周
の
文
王
の
息
子
で
西
周
建
国
の
功
臣
で
あ
っ
た
周
公
旦(

前
１
１
世

し
ゅ
ら
い

紀
ご
ろ)

に
仮
託
さ
れ
た
書
物
で
す
が
、
実
際
に
は
、
戦
国
時
代
の
成
立
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

司
烜
氏
掌
以
夫
遂
取
明
火
於
日
、
以
鑑
取
明
水
於
月
、
以
共
祭
祀
之
明
粢
、

明
燭
、
共
明
水
。
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司
烜
氏
は
、
夫
遂(

陽

燧
。
夫
燧
。
凹
面
鏡
の
着
火
器
具)

を
以
て
明
火
を
日
に
取
り
、

鑑

を
以
て

し
け
ん
し

ふ
す
い

よ
う
す
い

か
が
み

明
水
を
月
に
取
り
、
以
て
祭
祀
の
明
粢(

神
霊
に
そ
な
え
る
「
し
と
ぎ
」)

と
明
燭
と
を
共
へ(

供
え)

、

め
い
し

そ
な

明
水
を
共
ふ
る
を

掌

る
。

つ
か
さ
ど

★
『
淮
南
子
』
覧
冥
訓
よ
り
。
『
淮
南
子
』
は
、
前
漢
の
武
帝
の
こ
ろ
、
淮

南

王
・

劉

安
（
前
１
７

え
な
ん
じ

わ
い
な
ん
お
う

り
ゅ
う
あ
ん

９
～
前
１
２
２
）
が
学
者
を
集
め
て
編
纂
さ
せ
た
書
物
で
す
。

夫
陽
燧
取
火
于
日
、
方
諸
取
露
於
月
。
天
地
之
間
、
巧
暦
不
能
挙
其
数
、
手

徵
忽
怳
、
不
能
覧
其
光
。
然
以
掌
握
之
中
、
引
類
於
太
極
之
上
、
而
水
火
可

立
致
者
、
陰
陽
同
気
相
動
也
。
此
傅
說
之
所
以
騎
辰
尾
也
。

夫
の
陽

燧(

着
火
用
の
凹
面
鏡
。
「
夫
燧
」
の
誤
写
説
あ
り)

は
火
を
日
よ
り
取
り
、
方
諸(

大
き
な
蛤)

か

よ
う
す
い

は
露
を
月
よ
り
取
る
。
天
地
の
間(

の
距
離)

は
、
巧
暦(
暦
学
に
通
じ
た
人)

も
其
の
数
を
挙
ぐ
る
能
は

ず(

正
確
な
数
字
を
言
え
な
い)

。
手
は
忽

怳

(

は
っ
き
り
し
な
い
物
。
「
恍
惚
」
に
同
じ)

を

徵

す

こ
つ
き
ょ
う

ち
ょ
う

る(

つ
か
ま
え
る)

も
、
其
の
光
を
覧
る
こ
と
能
は
ず
。
然
る
に
掌
握
の
中(

手
で
掌
握
で
き
る
道
具
の
中)

と

を
以
て
類
を
太
極(

太
陽
と
、
太
陰=

月)

の
上
よ
り
引
き
、
而
し
て
水
火
立
ち
ど
こ
ろ
に
致
す
べ
き
者
は
、

陰
陽
の
同
気
、
相
動
け
ば
な
り
。
此
れ
傅
説(

殷
王
朝
の
人
名)

の
辰
尾(
天
空
の
星
。
彗
星
の
し
っ
ぽ

ふ

え
つ

説
や
、
「
尾
」
宿
説
あ
り)

に
騎
る
所
以
な
り
。

の

※
凹
面
鏡
と
い
う
道
具
を
使
え
ば
、
遠
い
宇
宙
の
天
体
で
あ
る
太
陽
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
、
地
上
の
火
に
転

換
で
き
ま
す
。
科
学
が
未
発
達
だ
っ
た
古
代
の
人
に
と
っ
て
、
こ
れ
は
神
秘
で
し
た
。
太
陽
も
太
陰(

月)

も
、
天
体
は
不
老
不
死
で
す
。
天
体
の
パ
ワ
ー
と
地
上
の
パ
ワ
ー
を
同
調
さ
せ
れ
ば
、
い
に
し
え
の
傅
説

の
よ
う
に
不
死
の
パ
ワ
ー
を
得
ら
れ
る
、
と
古
代
人
は
考
え
ま
し
た
。
傅
説
は
殷
の
時
代
の
伝
説
的
な
人

物
で
す
。
『
荘
子
』
大
宗
師
に
よ
る
と
、
彼
は
「
道
」
を
得
て
武
丁(

王
の
名
前)

の
宰
相
と
な
り
、
そ
の

後
は
天
上
の
星
に
な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

★
『
淮
南
子
』
覧
冥
訓
よ
り
「
嫦
娥
奔
月
」
の
神
話
。
嫦
娥
は
も
と
も
と
「
姮
娥
」
と
い
う
名
で
し
た

こ
う

が

が
、
前
漢
の
文
帝
の

諱

「
恒
」
と
似
た
字
形
を
避
け
る
た
め
、
後
に
「
嫦
娥
」
と
改
名
さ
れ
ま
し
た
。

い
み
な

か
ん

羿
請
不
死
之
薬
於
西
王
母
、
姮
娥
窃
以
奔
月
、
悵
然
有
喪
、
無
以
続
之
。

羿
、
不
死
の
薬
を
西
王
母
に
請
ふ
。
姮
娥
、
窃
み
て
以
て
月
に
奔
る
。
悵
然
と
し
て

喪

ふ
有
り
て
、

げ
い

こ

ぬ
す

は
し

う
し
な

以
て
之
に
続
く
こ
と
無
し(

彼
は
が
っ
か
り
し
て
、
逃
げ
た
妻
を
追
い
か
け
る
気
力
も
な
か
っ
た)

。

※
羿
は
太
古
の
弓
の
名
手
で
、
射
日
神
話
で
も
有
名
で
す
。
嫦
娥
は
羿
の
妻
で
し
た
。
彼
女
が
自
分
だ

け
不
老
不
死
の
薬
を
飲
ん
だ
い
き
さ
つ
や
、
彼
女
の
そ
の
後
の
運
命
に
つ
い
て
は
、
後
世
、
さ
ま
ざ
ま

な
説
話
が
語
ら
れ
て
い
ま
す
。
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★
唐
の
詩
人
・
李
商
隠(

８
１
２
ー
８
５
８)

が
詠
ん
だ
七
言
絶
句
「
嫦
娥
」
。
自
分
を
裏
切
っ
て
去
っ
て

い
っ
た
女
性
を
嫦
娥
に
な
ぞ
ら
え
て
詠
ん
だ
、
と
い
う
説
も
あ
り
ま
す
。

雲
母
屏
風
燭
影
深

雲
母
の
屏
風

燭
影
深
し

①

長
河
漸
落
暁
星
沈

長
河

漸
く
落
ち
て

暁
星
沈
む

②

嫦
娥
応
悔
偸
霊
薬

嫦
娥
は
応
に
悔
ゆ
な
る
べ
し

霊
薬
を
偸
み
し
を

③

碧
海
青
天
夜
夜
心

碧
海

青
天

夜
夜
の
心

④

①
ウ
ン
モ
の
ビ
ョ
ウ
ブ
、
シ
ョ
ク
エ
イ
、
フ
カ
し
。
②
チ
ョ
ウ
カ
、
ヨ
ウ
ヤ
く
オ
ち
て
、
ギ
ョ
ウ
セ
イ
、

シ
ズ
む
。
③
ジ
ョ
ウ
ガ
は
マ
サ
に
ク
ゆ
な
る
べ
し
、
レ
イ
ヤ
ク
を
ヌ
ス
み
し
を
。
④
ヘ
キ
カ
イ
、
セ
イ
テ

ン
、
ヤ
ヤ
の
コ
コ
ロ
。

①
雲
母
が
キ
ラ
キ
ラ
と
輝
く
屏
風
。
ロ
ウ
ソ
ク
の
と
も
し
び
の
影
が
深
い
。
②
夜
は
ふ
け
る
。
天
の
川
も

だ
ん
だ
ん
と
落
ち
、
明
け
方
の
星
も
沈
み
ゆ
く
。

③
嫦
娥
は
き
っ
と
後
悔
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
不
老
不

死
の
霊
薬
を
盗
ん
で
し
ま
っ
た
こ
と
を
。

④
み
ど
り
の
海
、
青
黒
い
空
、
毎
夜
の
孤
独
な
心
。

①yún
m
ŭ
píng

fēng
zhú

yǐng
shēn

②cháng
hé

jiàn
luò

xiǎo
xīng

chén

③cháng
é
yīng

huǐ
tōu

líng
yào

④bìhǎiqīng
tiān

yè
yè

xīn

★
謡
曲
『
邯

鄲
』
の
詞
章
よ
り

か
ん
た
ん

月
人
男
の
舞
な
れ
ば
、
雲
の
羽
袖
を
重
ね
つ
ヽ

つ
き
ひ
と
お
と
こ

は

そ

で

喜
び
の
歌
を
、
謡
ふ
夜
も
す
が
ら
。

う

と

★
楽
史(

９
３
０
ー
１
０
０
７)

の
伝
奇
小
説
『
楊
太
真
外
伝
』
に
引
用
す
る
「
霓

裳

羽
衣

曲

」
の
起

げ
い
し
ょ
う

う

い

き
ょ
く

源
説
話
二
種
の
う
ち
の
一
つ

又
『
逸
史
』
云
、
羅
公
遠
天
宝
初
侍
玄
宗
、
八
月
十
五
日
夜
、
宮
中
玩
月
、

曰
「
陛
下
能
従
臣
月
中
遊
乎
」
。
乃
取
一
枝
桂
、
向
空
擲
之
、
化
為
一
橋
、
其

色
如
銀
。
請
上
同
登
、
約
行
数
十
里
、
遂
至
大
城
闕
。
公
遠
曰
「
此
月
宮
也
」
。

有
仙
女
数
百
、
素
練
寛
衣
、
舞
于
広
庭
。
上
前
問
曰
「
此
何
曲
也
」
。
曰
「
霓

裳
羽
衣
也
」
。
上
密
記
其
声
調
、
遂
回
橋
、
却
顧
、
随
歩
而
滅
。
旦
諭
伶
官
、

象
其
声
調
、
作
霓
裳
羽
衣
曲
。

又
『
逸
史
』
に
云
ふ
。
羅
公
遠(

有
名
な
道
士
の
名)

、
天
宝(

７
４
２
～
７
５
６)

の
初
め
に
玄
宗
に

侍
す
。
八
月
十
五
日(

中
秋
節)

の
夜
、
宮
中
に
月
を
玩
ぶ
。
曰
く
「
陛
下
、
能
く
臣
に
従
ひ
て
月
中
に
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遊
ば
ん
か(

遊
び
に
ゆ
き
ま
せ
ん
か)

」
と
。
乃
ち
一
枝
の
桂
を
取
り
て
、
空
に
向
ひ
て
之
を

擲

て
ば
、

な
げ
う

化
し
て
一
橋
と
為
る
。
其
の
色
、
銀
の
如
し
。
上(

皇
帝
へ
の
敬
称)

に
請
ひ
て
同
じ
く
登
り
、
約
行
く

こ
と
数
十
里
、
遂
に
大
城
闕
に
至
る
。
公
遠
曰
く
「
此
れ
月
宮
な
り
」
と
。
仙
女
数
百
有
り
、
素
き

練

し
ろ

ね
り
ぎ
ぬ

の
寛
き
衣
に
て
、
広
き
庭
に
舞
ふ
。
上
、
前
み
て
問
ひ
て
曰
く
「
此
れ
何
の
曲
ぞ
」
と
。
曰
く
「
霓
裳

ゆ
る

す
す

羽
衣
な
り
」
と
。
上
、
密
か
に
其
の
声
調(

曲
の
メ
ロ
デ
ィ
ー)

を
記
す
。
遂
に
橋
に
回
り
、
却
り
て
顧

れ
ば
、
歩
み
に
随
ひ
て
滅
す
。

旦

(

翌
朝)

に
伶
官(

音
楽
担
当
の
役
人)

に
諭
し(

勅
令
を
く
だ
し)

、

あ
し
た

其
の
声
調
を

象

り
て
霓
裳
羽
衣
の
曲
を
作
ら
し
む
。

か
た
ど

★
唐
の
詩
人
・
李
賀(

７
９
１
ー
８
１
７)

が
詠
ん
だ
七
言
古
詩
「
夢
天
」(

天
を
夢
む)

。
月
の
上
か
ら
、

杯

の
よ
う
に
ま
る
い
地
球
が
雲
と
海
水
に
お
お
わ
れ
た
情
景
を
描
写
し
て
い
ま
す
。

さ
か
ず
き

老
兎
寒
蟾
泣
天
色

老
兎

寒
蟾

天
色
に
泣
く

①

雲
楼
半
開
壁
斜
白

雲
楼

半
ば
開
き
て

壁

斜
め
に
白
し

②

玉
輪
軋
露
湿
団
光

玉
輪

露
に
軋
り
て

団
光
を
湿
し

③

鸞
佩
相
逢
桂
香
陌

鸞
佩

相
逢
ふ

桂
香
の
陌

④

黄
塵
清
水
三
山
下

黄
塵

清
水

三
山
の
下

⑤

更
変
千
年
如
走
馬

更
変
す
る
こ
と
千
年

走
馬
の
如
し

⑥

遥
望
斉
州
九
点
煙

遥
か
に
望
む

斉
州

九
点
の
煙

⑦

一
泓
海
水
杯
中
瀉

一
泓
の
海
水

杯
中
に
瀉
ぐ

⑧

①
ロ
ウ
ト
、
カ
ン
セ
ン
、
テ
ン
シ
ョ
ク
に
ナ
く
。
②
ウ
ン
ロ
ウ
、
ナ
カ
ば
ヒ
ラ
き
て
、
カ
ベ
、
ナ
ナ
め
に

シ
ロ
し
。
③
ギ
ョ
ク
リ
ン
、
ツ
ユ
に
キ
シ
り
て
、
ダ
ン
コ
ウ
を
ウ
ル
オ
し
、
④
ラ
ン
パ
イ
、
ア
イ
ア
う
、

ケ
イ
コ
ウ
の
ミ
チ
。
⑤
コ
ウ
ジ
ン
、
セ
イ
ス
イ
、
サ
ン
ザ
ン
の
モ
ト
、
⑥
コ
ウ
ヘ
ン
す
る
こ
と
セ
ン
ネ
ン
、

ソ
ウ
バ
の
ゴ
ト
し
。
⑦
ハ
ル
か
に
ノ
ゾ
む
セ
イ
シ
ュ
ウ
、
キ
ュ
ウ
テ
ン
の
ケ
ム
リ
、
⑧
イ
チ
オ
ウ
の
カ
イ

ス
イ
、
ハ
イ
チ
ュ
ウ
に
ソ
ソ
ぐ
。

①
雨
模
様
の
夜
空
。
月
の
中
の
、
老
い
た
兎
と
寒
々
と
し
た
ガ
マ
ガ
エ
ル
が
流
す
涙
が
、
ポ
タ
ポ
タ
と

降
る
。
②
夜
の
雨
雲
は
、
黒
い
楼
台
の
よ
う
に
そ
び
え
た
つ
。
雲
の
扉
が
な
か
ば
開
き
、
雲
の
壁
が
斜
め

に
白
く
輝
く
。
③
月
の
光
だ
。
天
空
を
す
す
む
宝
石
の
車
輪
は
、
ギ
ギ
イ
ッ
と
露
を
散
ら
し
つ
つ
、
ま
ど

か
な
濡
れ
た
光
を
発
す
る
。
④(

私
の
魂
は
雲
の
階
段
を
の
ぼ
る)

天
へ
の
道
は
、
月
に
は
え
て
い
る
桂
の

か
お
り
に
満
ち
て
い
た
。
天
の
道
を
、
仙
女
た
ち
が
、
霊
鳥
の
鸞
を
彫
り
こ
ん
だ
お
び
だ
ま
を
シ
ャ
ラ
シ

ャ
ラ
鳴
ら
し
て
歩
い
て
く
る
。
⑤(

月
へ
と
昇
る
私
は
、
下
界
を
ふ
り
か
え
っ
た)

太
平
洋
の
中
の
三
つ
の

仙
島
の
あ
た
り
で
は
、
黄
色
っ
ぽ
い
塵
の
よ
う
な
大
地
と
、
青
青
と
し
た
海
の
水
が
、
滄

桑
の
変
を
め

そ
う
そ
う

ま
ぐ
る
し
く
く
り
か
え
し
て
い
る
。
⑥
宇
宙
か
ら
見
れ
ば
、
千
年
の
歳
月
も
、
馬
が
走
り
去
る
よ
う
な
一

瞬
に
す
ぎ
な
い
。
⑦
は
る
か
中
国
の
ほ
う
を
見
お
ろ
す
と
、
点
の
よ
う
な
煙
が
九
つ
、
ポ
ツ
ン
と
見
え
る

だ
け
。
⑧(

地
球
の
姿
は)

ま
る
い
杯
の
中
に
注
が
れ
た
、
ひ
と
た
ま
り
の
海
の
水
の
よ
う
だ
。
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①lǎo
tù

hán
chán

qìtiān
sè

②yún
lóu

bàn
kāibìxié

bái

③yù
lún

yà
lù

shītuán
guāng

④luán
pèixiāng

féng
guìxiāng

m
ò

⑤huáng
chén

qīng
shuǐsān

shān
xià

⑥gēng
biàn

qiān
nián

rú
zŏu

m
ǎ

⑦yáo
w
àng

qízhōu
jiŭ

diǎn
yān

⑧yīhóng
hǎishuǐbēizhōng

xiè

★
『
十
訓
抄
』(

じ
っ
き
ん
し
ょ
う/

じ
っ
く
ん
し
ょ
う
。
１
２
５
２
年
成
立)

第
十
「
才
芸
を
庶
幾
す
べ

き
事
」
第
６
４
話

唐
の
玄
宗
の

帝

、
年
ご
ろ
月
を
愛
す
る
志
深
く
し
て
、
夜
々
む
な
し
く
し
給
ふ
事
な
か
り
け
り
。
道

み
か
ど

士
、
こ
れ
を
感
じ
て
帝
に
申
す
や
う
「
君
、
月
を
愛
し
給
ふ
こ
と
、
年
久
し
。
月
の
中
を
見
せ
奉
ら
ん
」

と
奏
し
け
れ
ば
、
帝
、
悦
び
て
し
た
が
ひ
給
ふ
。

道
士
、
八
月
十
五
夜
の
月
の
午
時(

午
夜
の
誤
り
か)

ば
か
り
、
庭
に
立
ち
て
、
桂
の
枝
を
月
に
向
ひ
て

投
げ
上
げ
た
り
け
れ
ば
、
銀
の

階

、
月
の
宮
に
続
き
け
り
。
こ
の
時
に
道
士
、
先
立
ち
て
引
き
奉
る
。

き
ざ
は
し

昇
る
こ
と
い
く
ほ
ど
な
ら
ず
し
て
、
月
の
内
に
入
り
給
ひ
ぬ
。
玉
の
宮
殿
、
玉
の
楼
閣
、
数
知
ら
ず
。
舞

台
の
上
に
、
十
二
人
の
妓
女
舞
ふ
。
お
の
お
の
白
衣
を
着
た
り
。
楽
の
声
、
舞
の
姿
、
の
ど
か
に
澄
め
ば
、

玉
を
動
か
す
か
ん
ざ
し
、
雪
を
め
ぐ
ら
す
袖
、
み
な
光
り
輝
け
り
。
二
階
の
宮
殿
あ
り
。

甍

ご
と
に
玉

い
ら
か

を
磨
き
て
、
目
も
あ
て
ら
れ
ず
。
玉
の

簾

を
上
げ
て
、
一
人
の

主

こ
れ
を
見
る
。
す
べ
て
、
も
の

す
だ
れ

あ
る
じ

の
音
、
舞
の
姿
、
所
の
あ
り
さ
ま
ま
で
も
、
心
も
お
よ
び
給
は
ず
。
斧
の
柄
も
朽
ち
ぬ
べ
く
思
さ
れ
け

お
ぼ

れ
ど
、
名
残
惜
し
な
が
ら
、
舞
だ
に
見
は
て
ず
し
て
、
帰
り
給
ひ
に
け
り
。

な
ご
り

帝
、
こ
の
曲
を
心
に
し
め
て
、
世
に
と
ど
め
給
へ
り
。
盤

渉

調
の
声
な
り
。
霓
裳
羽
衣
と
い
ふ
、

ば
ん
し
き
ち
ょ
う

す
な
は
ち
こ
れ
な
り
。
中
ほ
ど
ば
か
り
を
見
給
ひ
け
る
に
よ
り
て
、
始
終
も
な
き
楽
な
り
と
い
へ
り
。

が
く

た
だ
し
、
こ
の
こ
と
お
ぼ
つ
か
な
し
。
古
き
目
録
に
も
「
霓
裳
羽
衣
は
壱

越

調
の
楽
な
り
。
も
と

い
ち
こ
つ
ち
ょ
う

の
名
を
ば
壱

越
波
羅
門
と
い
ひ
け
る
を
、
同
じ
帝
の
時
、
天
宝
年
中
に
、
も
と
の
名
を
改
め
て
霓
裳
羽

い
ち
こ
つ

ば

ら

も
ん

衣
と
名
づ
く
」
と
記
せ
り
。
よ
く
よ
く
た
づ
ぬ
べ
し
。

し
る

★
『
竹
取
物
語
』(

成
立
年
代
不
明
。
９
世
紀
後
半
～
１
０
世
紀
前
半
か)

の
結
末
で
す
。
「
富
士
山
」
の

語
源
は
「
不
死
山
」
、
と
い
う
説
話
で
す
。

中
将
、
人
々
引
き
具
し
て
帰
り
ま
ゐ
り
て
、
か
ぐ
や
姫
を
、
え
戦
ひ
と
め
ず
な
り
ぬ
る
こ
と
、
こ
ま
ご

ま
と
奏
す
。
薬
の
壺
に
御
文
添
へ
、
ま
ゐ
ら
す
。
広
げ
て
御
覧
じ
て
、
い
と
い
た
く
あ
は
れ
が
ら
せ
た
ま

ひ
て
、
物
も
聞
こ
し
召
さ
ず
、
御
遊
び
な
ど
も
な
か
り
け
り
。
大
臣
・
上

達
を
召
し
て
、
「
い
づ
れ
の

か
ん
た
ち

山
か
天
に
近
き
」
と
問
は
せ
た
ま
ふ
に
、
あ
る
人
奏
す
、
「
駿
河
の
国
に
あ
る
な
る
山
な
む
、
こ
の
都
も

近
く
、
天
も
近
く
は
べ
る
」
と
奏
す
。
こ
れ
を
聞
か
せ
た
ま
ひ
て
、

会
ふ
こ
と
も
な
み
だ
に
浮
か
ぶ
わ
が
身
に
は
死
な
ぬ
薬
も
な
に
に
か
は
せ
む

か
の
奉
る
不
死
の
薬
に
、
ま
た
、
壺
具
し
て
、
御
使
ひ
に
賜
は
す
。
勅
使
に
は
、
つ
き
の
岩
笠
と
い
ふ

人
を
召
し
て
、
駿
河
の
国
に
あ
な
る
山
の
頂
に
持
て
つ
く
べ
き
由
仰
せ
た
ま
ふ
。
嶺
に
て
す
べ
き
や
う
教

へ
さ
せ
た
ま
ふ
。
御
文
、
不
死
の
薬
の
壺
並
べ
て
、
火
を
つ
け
て
燃
や
す
べ
き
由
仰
せ
た
ま
ふ
。
そ
の
由

承
り
て
、
つ
は
も
の
ど
も
あ
ま
た
具
し
て
山
へ
登
り
け
る
よ
り
な
む
、
そ
の
山
を
ふ
じ
の
山
と
は
名
づ
け

け
る
。
そ
の

煙

い
ま
だ
雲
の
中
へ
立
ち
上
る
と
ぞ
言
ひ
伝
へ
た
る
。

け
ぶ
り

以
上


